
神
奈
川
大
学
教
授
秋
山
憲
治

官
民
一
体
の
戦
略
を

東アジア経済統合

　
あ
き
や
ま
・
け
ん
じ
　
１
９
４
８

年
生
ま
れ
。
横
浜
国
立
大
学
経
済
学

部
卒
。
現
・
神
奈
川
大
学
経
済
学
部

教
授
。
専
門
は
貿
易
政
策
・
国
際
経

済
関
係
論
。
著
書
に

貿
易
政
策
と

国
際
通
商
関
係

１
９
９
８
年
、

同
文
館
出
版
、
米
国
・
中
国
・
日

本
の
国
際
貿
易
関
係

２
０
０
９

年
、
白
桃
書
房

な
ど
。

　
現
在
、
東
ア
ジ
ア
は
世
界
の
経

済
成
長
を
牽
引
す
る
地
域
と
し
て

け
ん
い
ん

注
目
さ
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の

経
済
成
長
は
、
１
９
８
０
年
代
の

後
半
か
ら
急
速
に
高
ま
り
、
１
９

９
３
年
に
は
世
界
銀
行
か
ら

東

ア
ジ
ア
の
奇
跡

と
し
て
リ
ポ
ー

ト
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
企

業
の
積
極
的
な
海
外
投
資
と
ア
ジ

ア
諸
国
の
輸
出
志
向
型
開
発
戦
略

が
相
互
に
う
ま
く
機
能
し
、
市
場

に
導
か
れ
た
自
然
発
生
的
な
経
済

成
長
と
依
存
関
係
を
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
。

　
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
・

金
融
危
機
で
は
一
時
的
に
急
激
な

落
ち
込
み
を
見
せ
た
が
、
制
度
的

な
見
直
し
が
検
討
さ
れ
、

Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

日
中
韓

首
脳
会

議

１
９
９
７
年

月

や
相

互
金
融
支
援
協
力
の
危
機
管
理
シ

ス
テ
ム

チ
ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

２
０
０
０
年
、
東

ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト

２
０
０

５
年

月

な
ど
首
脳
同
士
の
対

話
を
通
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
と

し
て
相
互
の
協
力
や
ア
ジ
ア
共
同

体
の
問
題
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
て

い
っ
た
。

　
一
方
、
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

Ｆ
Ｔ
Ａ

自
由
貿
易
協
定

が
２

０
０
２
年

月
に
発
効
し
て
か

ら
、
ア
ジ
ア
で
本
格
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
が
動
き
始
め
た
。Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、

財
貿
易
の
関
税
・
非
関
税
障
壁
の

引
き
下
げ
や
撤
廃
と
い
っ
た
狭
い

範
囲
の
貿
易
自
由
化
だ
け
で
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
取
引
・
投
資
の
自

由
化
や
知
財
保
護
、
政
府
調
達
、

ヒ
ト
の
移
動
、
経
済
協
力
、
環
境

な
ど
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

特
に
日
本
で
は
Ｅ
Ｐ
Ａ

経
済
連

携
協
定

と
称
し
包
括
的
な
協
定

を
目
指
し
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
は
、
自

然
発
生
的
な
現
実
主
義
に
基
づ
く

デ
フ
ァ
ク
ト
型
制
度
形
成
か
ら
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
や
ア
ジ
ア
通
貨
基
金
構
想

な
ど
の
協
定
や
条
約
、
機
関
の
設

置
な
ど
に
よ
る
法
的
・
制
度
的
拘

束
に
基
づ
く
デ
ジ
ュ
ー
ル
型
の
統

合
を
進
め
る
段
階
に
入
っ
た
。

　
一
方
、
経
済
統
合
に
は
、
制
度

や
ル
ー
ル
の
設
計
・
推
進
に
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
め
ぐ
っ
て
、
成
長
著
し

い
中
国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
、
停
滞
気
味
の
日
本
は
ど
う

か
、
米
国
は
ど
う
か
か
わ
る
の
か

な
ど
、
統
合
の
主
導
権
争
い
や
市

場
の
確
保
な
ど
官
民
一
体
と
な
っ

た
経
済
戦
略
が
求
め
ら
れ
政
治
化

の
様
相
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の
深
化

が
、
そ
の
ま
ま
自
動
的
に
共
同
体

に
進
展
し
て
い
く
か
ど
う
か
は
疑

問
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
発
展
段

階
や
政
治
体
制
、
価
値
観
、
宗
教
、

人
種
な
ど
、
Ｅ
Ｕ
と
比
較
す
る
と

多
く
の
相
違
が
み
ら
れ
、
む
し
ろ

多
様
性
を
特
徴
と
す
る
。

　
し
か
し
、
現
状
を
経
済
面
に
限

定
す
る
と
、
経
済
成
長
・
発
展
に

対
す
る
認
識
は
ア
ジ
ア
で
は
か
な

り
共
有
化
さ
れ
て
お
り
、
相
互
的

扶
助
や
規
制
に
よ
っ
て
経
済
成
長

の
実
現
や
経
済
的
リ
ス
ク
の
管
理

は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
時
間
が
か

か
る
が
、
多
様
性
の
結
合
が
経
済

成
長
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
欧

州
と
は
違
っ
た
社
会
・
経
済
・
文

化
の
豊
か
さ
の
実
現
が
可
能
と
な

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
経
済
の
相
互
依
存
性
の
形
成
と

い
う
経
済
統
合
を
確
実
に
す
る
経

済
共
同
体
が
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と

繁
栄
へ
の
道
で
あ
る
。
そ
れ
を
基

盤
と
し
て
、
政
治
、
社
会
、
安
全

保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
な
ど

を
含
め
た
地
域
協
力
体
の
形
成
を

東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
考
え
る
こ
と

が
現
実
的
な
対
応
と
思
わ
れ
る
。

　

月
に
横
浜
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

ア

ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

首

脳
会
合
が
開
催
さ
れ
る
。
東
ア
ジ

ア
経
済
統
合
・
共
同
体
で
も
、
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
に
米
国
を
含
め
た

ア
ジ
ア
太
平
洋
と
い
う
地
域
的
広

が
り
や
オ
ー
プ
ン
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ

リ
ズ
ム

地
域
主
義

と
い
っ
た

開
放
性
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
横
浜
会
議
で
、
貿
易
と

投
資
の
一
層
の
自
由
化
や
統
合
の

進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

足元がヒビだらけ 松沢秀和

快進撃続くアニソン人気

タワーレコード新宿店のアニメ専門コーナー
東京都新宿区

　
ア
ニ
メ
主
題
歌
や
挿
入
歌
な
ど
の
ア
ニ

メ
ソ
ン
グ

ア
ニ
ソ
ン

の
人
気
が
広
が

っ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
や
Ｃ
Ｄ
売
り
場
は
若

者
で
に
ぎ
わ
い
、
声
優
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
名
前
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
曲
は
ヒ
ッ
ト

チ
ャ
ー
ト
で
快
進
撃
を
続
け
て
い
る
。

　
８
月
末
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ

さ
い
た
ま
市

で
２
日
間
行
わ
れ
た

ア
ニ
メ
ロ
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
２
０
１
０
。

青
、
黄
緑
、
ピ
ン
ク
に
オ
レ
ン
ジ

。
歌

手
や
曲
に
よ
っ
て
色
を
変
え
る
ラ
イ
ト

が
、
客
席
を
染
め
上
げ
る
。

　
約
５
時
間
続
い
た
ラ
イ
ブ
だ
が
、
立
ち

っ
ぱ
な
し
の
若
者
も
多
い
。
曲
に
合
わ
せ

た
観
客
の
振
り
は
一
糸
乱
れ
ず
、
み
ん
な

の
ジ
ャ
ン
プ
で
会
場
が
揺
れ
る
。

組
以

上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
場
し
た
ア
ニ
ソ

ン
の
ラ
イ
ブ
に
、
計
約
５
万
人
が
参
加
し

た
。

　
東
京
都
の
女
子
大
生

は

み
ん
な

の
好
き
な
曲
で
盛
り
上
が
っ
て
一
つ
に
な

れ
る
。
歌
っ
て
い
る
女
性
た
ち
は
す
ご
く

個
性
が
あ
っ
て
、
か
わ
い
く
て
ス
タ
イ
ル

も
い
い
。
衣
装
も
楽
し
み

と
そ
の
魅
力

を
語
っ
た
。

　
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
パ
ネ
ル
や

人
形
な
ど
が
、
飾
ら
れ
て
い
る
タ
ワ
ー
レ

コ
ー
ド
新
宿
店

東
京

の

階
。
春
に

ア
ニ
メ
専
門
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
。
Ｊ

Ｐ
Ｏ
Ｐ
担
当
チ
ー
フ
の
馬
嶋
亮
さ
ん

が
昨
年
、
邦
楽
チ
ャ
ー
ト
の

異
変

に

気
付
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

　
洋
楽
担
当
だ
っ
た
馬
嶋
さ
ん
が
知
ら
な

か
っ
た
人
気
曲
は
、ア
ニ
メ
関
連
の
も
の
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
も
良
く
、
歌
っ
て

い
る
声
優
の
歌
唱
力
も
す
ご
い

と
質
の

高
さ
に
驚
い
た
。

　
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
に
と
ど
ま
ら
な
い
ア

ニ
ソ
ン
人
気
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

当
初
、
売
り
場
で
あ
ま
り
見
か
け
な
か
っ

た
女
性
客
は
３
割
超
に
。
人
気
作
品
の
声

優
が
歌
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
親
し

み
を
感
じ
や
す
い
の
も
人
気
の
一
因
と
み

て
い
る
。

　
オ
リ
コ
ン
に
よ
る
と
、

ア
ニ
メ
・
サ

ン
ト
ラ

ジ
ャ
ン
ル
の
Ｃ
Ｄ
の
年
間
売
り

上
げ
は
、
２
０
０
５
年
の
２
４
９
億
４
千

万
円
か
ら
、
昨
年
は
２
９
３
億
１
千
万
円

に
。
今
年
は
９
月

日
時
点
で
、
ア
ニ
メ

関
連
の
約

曲
が
シ
ン
グ
ル
チ
ャ
ー
ト
の

ト
ッ
プ

に
入
っ
た
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
誌

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
　
Ｂ
ｉ
Ｚ

の

城
博

子
編
集
長
が
特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

た

キ
ャ
ラ
ソ
ン

。
女
子
高
生
が
主
人

公
の

け
い
お
ん

シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す

る
バ
ン
ド
名
で
発
表
さ
れ
た
シ
ン
グ
ル
と

ア
ル
バ
ム
は
、
オ
リ
コ
ン
の
週
間
ラ
ン
キ

ン
グ
で
と
も
に
首
位
を
獲
得
し
た
。

　
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
出
場
し

た
声
優
の
水
樹
奈
々
さ
ん
の
シ
ン
グ
ル
、

ア
ル
バ
ム
も
チ
ャ
ー
ト
首
位
に
な
る
な

ど
、
声
優
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
い
。

城

編
集
長
は

今
ま
で
に
な
か
っ
た
大
き
な

ブ
ー
ム
。
ア
ニ
ソ
ン
に
は
才
能
が
集
ま
っ

て
き
て
お
り
、
人
気
は
今
後
も
続
く
と
思

う

と
み
て
い
る
。

武士の存在自体を問う中世と近世をつなぐ資料で検証

総
合
研
究
大
学
院
大
学
日
本
歴
史
研
究
専
攻
准
教
授
高
橋
一
樹

　
た
か
は
し
・
か
ず
き
　
１
９
６
７
年
新
潟
市
生
ま
れ
。
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授
。博
士
文

学
。
歴
史
学

日
本
中
世
史

専
攻
。
武
家
文
書
の
研
究
に

取
り
組
む
。
著
書
に

中
世
荘
園
制
と
鎌
倉
幕
府

塙
書
房
、

武
士
と
騎
士

共
著
、
思
文
閣
出
版

な
ど
が
あ
る
。

結
城
合
戦
絵
詞

ゆ
う
き
か

っ
せ
ん
え
こ
と
ば

。
修
復
に

伴
う
歴
博
の
学
際
的
な
調
査
で

絵
巻
の
順
序
が
正
さ
れ
、
切
腹

し
て
い
る
武
将
が
足
利
持
氏
で

場
所
は
鎌
倉
、
と
す
る
学
説
の

正
し
さ
が
確
か
め
ら
れ
た
。
今

回
の
企
画
展
示
で
公
開

◇

　
企
画
展

武
士
と
は
な
に

か

は

月

日

月

日
。
問
い
合
わ
せ
は

０
３

５
７
７
７

８
６
０
０
。

　
流
行
語
に
も
な
っ
た

歴

女

と
お
ぼ
し
き
若
い
女
性

た
ち
と
遭
遇
す
る
機
会
が
増

え
た
。
著
名
な
城
郭
や
合
戦

場
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
し

か
足
を
踏
み
入
れ
な
い
山
城

に
も
訪
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　
若
い
人
た
ち
が
歴
史
に
興

味
を
抱
い
て
く
れ
る
こ
と
は

大
歓
迎
で
あ
る
。
た
だ
し
、

気
に
な
る
こ
と
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。

　
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
の
国
際

大
会
に
日
本
代
表
チ
ー
ム
が

出
場
す
る
た
び
に
、

サ
ム

ラ
イ

の
大
合
唱
。

歴

女

た
ち
の
関
心
の
的
も
、

戦
国
武
将
に
偏
っ
て
い
る
。

世
界
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ

ミ
ッ
ト

開
催
決
定
の
報
道

に
も
接
し
た
。
現
代
の
日
本

人
が
こ
れ
ほ
ど
サ
ム
ラ
イ
に

こ
だ
わ
り
、
自
己
や
集
団
を

象
徴
的
に
表
現
す
る
手
段
と

す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　
国
内
外
を
問
わ
ず
、
現
代

社
会
で
サ
ム
ラ
イ
・
フ
リ
ー

ク
の
再
生
産
に
も
っ
と
も
影

響
力
を
も
つ
の
は
、
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
と
ア
ニ
メ
ら
し
い
。

　
あ
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
は
、

戦
国
時
代
を
舞
台
に
史
実
ど

お
り
と
は
か
ぎ
ら
な
い
覇
権

争
い
が
で
き
る
そ
う
だ
が
、

誰
で
あ
れ
最
後
に
天
下
を
取

る
の
は
武
士
だ
と
い
う
。
一

向
一
揆
が
最
終
的
に
勝
つ
こ

と
は
な
い
。
バ
ー
チ
ャ
ル
世

界
の
話
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

武
士
中
心
史
観

か
ら
自

由
で
は
な
い
歴
史
意
識
が
余

計
に
透
け
て
み
え
る
。

　
私
た
ち
に
な
じ
み
深
い
武

士
像
が
、
じ
つ
は
近
代
以
降

に
創
出
、
喧
伝
さ
れ
た
も
の

け
ん
で
ん

で
あ
る
こ
と
は
近
年
、
学
界

で
も
大
方
の
支
持
を
得
て
い

る
。
武
士
と
い
う
特
定
の
武

人
集
団
が
数
世
紀
も
国
政
を

牛
耳
っ
て
き
た
、
東
ア
ジ
ア

で
は
特
殊
な
歴
史
に
つ
い
て

検
証
し
直
す
研
究
の
視
角
も

定
着
を
み
て
い
る
。

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で

開
催
さ
れ
る
企
画
展
示

武

士
と
は
な
に
か

は
、
そ
う

し
た
学
界
の
動
向
と
現
代
社

会
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
し

つ
つ
、
モ
ノ
資
料
を
使
っ
て

武
士
を
長
い
ス
パ
ン
で
相
対

的
に
と
ら
え
て
み
よ
う
、
と

い
う
の
が
趣
旨
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
現
代
人
の
歴
史
認

識
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す
、

武
士
イ
メ
ー
ジ
の
作
為
性
や

増
幅
の
過
程
も
俎
上
に
載
せ

そ
じ
ょ
う

ら
れ
る
。

　
中
世
と
近
世
を
連
続
し
た

目
で
み
る
と
、
武
士
と
い
う

存
在
を
め
ぐ
る
連
続
面
と
断

絶
面
の
絡
み
合
い
が
ほ
ぐ
れ

て
く
る
。
こ
こ
で
は
一
見
と

っ
つ
き
に
く
い
武
士
の
文
書

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

　
中
世
社
会
で
は
合
戦
の
手

柄
を
証
明
す
る
た
め
に
、
文

書
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ

た
。
武
士
は
戦
功
を
書
き
連

ね
て
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
、
大
将
か
ら
感
状
と
い
う

お
褒
め
の
文
書
を
も
ら
う
。

律
令
制
度
を
た
て
ま
え
と
す

る
日
本
中
世
ら
し
い
現
象

で
、
当
時
の
武
士
に
と
っ
て

は
文
書
作
成
が
家
の
存
続
を

左
右
す
る
実
用
知
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
世
の
大
半

は
合
戦
の
な
い
時
代
で
あ

る
。島
原
の
乱
を
最
後
に
、約

２
世
紀
を
経
た
幕
末
の
内
戦

ま
で
、
戦
功
認
定
の
文
書
は

姿
を
消
す
。
こ
の
空
白
期
を

つ
な
い
だ
糸
の
ひ
と
つ
が
、

兵
学
者
や
軍
学
者
と
い
う
江

戸
の
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
だ
っ

た
。
彼
ら
は
合
戦
に
使
う
各

種
文
書
の
ひ
な
型
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
伝
え
て
い
る
。

　
武
士
が
役
人
化
し
た

平

和

な
時
代
ゆ
え
に
、
戦
闘

の
作
法
は
、
学
問
と
し
て
引

き
継
が
れ
た
。
虚
実
入
り
交

じ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
い

つ
つ
、
そ
れ
が

世
紀
後
半

の
再
軍
備
で
実
態
化
さ
れ

て
い
く
場
面
が
出
て
く
る
。

　
歴
史
研
究
の
基
本
史
料
と

さ
れ
る
文
書
で
さ
え
、
こ
の

よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
伝

う
よ
き
ょ
く
せ
つ

来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

武
士
と
は
な
に
か

と

い
う
問
い
は
、
新
た
な
枠
組

み
に
も
と
づ
く
研
究
の
出
発

点
と
し
た
い
。
多
様
な
モ
ノ

資
料
を
配
列
し
た
展
示
を
通

し
て
、
武
士
と
サ
ム
ラ
イ
の

あ
い
だ
に
横
た
わ
る
問
題
群

を
視
覚
的
に
読
み
取
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

１
枚
の
写
真
が
伝
え
る
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写
真
は
千
の
言
葉
よ

り
も

と
も
い
う
通
り
、

あ
る
と
き
１
枚
の
写
真

は
、
そ
れ
だ
け
で
人
々
に

伝
え
る
手
段
と
な
る
。
長

年
新
聞
を
つ
く
っ
て
き
た

私
も
、
日
ご
ろ
か
ら

で

き
る
だ
け
簡
潔
な
文
章

を

と
心
が
け
て
は
い
る

も
の
の
、
伝
え
た
い
が
ゆ

え
、
つ
い
文
章
を
書
き
連

ね
、
写
真
に
も
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン

説
明
文

を
つ
け

た
く
な
っ
て
し
ま
う
性
分

で
あ
る
。

　
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ

た
今
夏
。
本
紙
８
月

日

付
の
１
面
で
１
枚
の
写
真

が
目
を
引
い
た
。
う
ず
た

か
く
積
ま
れ
た
白
色
物
の

正
体
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

鶴
見
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に

集
め
ら
れ
た
そ
の
量
は
昨

年
の
倍
以
上

約
１
３
０

に
上
り
、
資
源
ご
み

の
処
理
が
間
に
合
わ
な
い

状
況
だ
と
か
。

　
一
方
、
環
境
省
が
行
う

マ
イ
ボ
ト
ル
生
活
実
験

を
取
り
上
げ
た
６
月

日

付
の
紙
面
。
横
浜
市
大
と

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
の
学

生
９
０
０
人
が
モ
ニ
タ
ー

参
加
。
配
布
さ
れ
た
水
筒

を
手
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
設
置
さ
れ
た
給
水
機
か

ら
冷
水
を
く
む
学
生
の
姿

が
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

　
ま
た
、
９
月

日
付
の

紙
面
に
は
、
県
立
横
浜
栄

高
校
の
文
化
祭
で
、
焼
き

そ
ば
な
ど
す
べ
て
の
容
器

に
リ
ユ
ー
ス
食
器
が
使
用

さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

た
。

　
実
際
に
私
も
足
を
運
ん

だ
同
校
文
化
祭
、

食
器

リ
ユ
ー
ス

を
笑
顔
で
実

践
す
る
高
校
生
を
見
て
感

じ
た
の
は
、
生
活
習
慣
は

す
ぐ
に
で
も
変
え
ら
れ
る

し
、
つ
く
れ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
。そ
し
て
、こ
う
し

た
経
験
が
彼
ら
の
エ
コ
意

識
全
般
を
促
進
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
。
そ
の
意
味
で
、
大
学

や
高
校
で
先
進
的
な
エ
コ

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
。
実

験

が
成
果
を
生
み
、
一

日
も
早
く
社
会
で
実
践
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　
と
も
あ
れ
、
便
利
な
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
資
源
の

浪
費
や
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
面
か
ら
環
境
破
壊
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
の
は

周
知
の
事
実
。
自
治
体
や

企
業
に
責
任
を
な
す
り
つ

け
、
次
な
る
方
策
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
消
費
者
で

あ
る
私
た
ち
が
意
識
を
持

っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。

　

・
９
度
と
い
う
最
高

気
温
記
録
を
更
新
、
局
地

的
な
大
雨
の
発
生
な
ど
次

々
起
こ
る
気
象
変
動
を
前

に
、
今
こ
そ
、

年
、
１

０
０
年
先
の
未
来
を
真
剣

に
考
え
る
時
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
暑
く
て
の
ど
が
渇
く
か

ら
と
無
意
識
に
ド
リ
ン
ク

を
飲
ん
で
も
、
そ
の
空
容

器
が
さ
ら
な
る
温
暖
化
を

進
め
て
い
る
こ
と
ま
で
を

推
し
量
る
人
は
少
な
い
だ

ろ
う
。
紙
面
を
飾
る
１
枚

の
写
真
か
ら
、
自
ら
の
環

境
意
識
を
問
う
こ
と
と
な

っ
た
。

　

ふ
じ
も
と
・
ゆ
う
こ

　
長
く
子
育
て
支
援
に
取

り
組
み
、

お
母
さ
ん
大

学

も
開
校
し
た
。
横
浜

市
神
奈
川
区
在
住

６
年
半
ぶ
り
の
為
替
介
入

　政府 日銀が９月 ６
年半ぶりに為替介入に踏
み切った 約 年ぶりの
円高水準を受け 輸出な
ど経済への悪影響を阻止
するため 円売り介入を
行った 中国など新興国
も自国通貨安の為替相場
維持に向けて 介入を実
施しており 外貨準備高
が積み上がっている
　円相場の戦後最高値は

年４月の１ 円
台だが その後反転し
年には一時 円台の

円安に 年は円高基
調が続き ９月 日の介
入直前には 円台に突入
していた
　政府は 年には１年間
で約 兆円を投入する大
規模な円売り ドル買い

を実施したが 米国など
からの批判を受け 年
３月を最後に途絶えた
　円売り介入で得たドル
は政府の外貨準備とな
る 日本の準備高は過去
３年間 １兆 前後で推
移 一方 中国は人民元
安への国際的な批判が高
まる中 年３月末の約
１兆６千億 が 年３月
末には約２兆４千億 に
急増 サウジアラビアや
台湾の外貨準備も膨らん
でいる
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